
平成１9年 
   三

島
公
民
館

  三
島
の
智
恵
と
力
が
集
結 

三
島
の
智
恵
と
力
が
集
結 
農
民
祭
・
総
合
文
化
祭 

農
民
祭
・
総
合
文
化
祭 

  

農
産
物
・
生
花
・
手
芸
な
ど
の
展
示
や
、
芸
能

活
動
の
発
表
の
場
と
な
る
農
民
祭
・
総
合
文
化
祭

が
十
一
月
十
九
日
（
日
）
、「
感
動
と
笑
顔
を
よ
ぶ

総
合
文
化
祭
」
を
テ
ー
マ
に
三
島
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

農
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や
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芸
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発
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の
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な
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農
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総
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文
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十
一
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十
九
日
（
日
）
、「
感
動
と
笑
顔
を
よ
ぶ

総
合
文
化
祭
」
を
テ
ー
マ
に
三
島
小
学
校
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
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前日の大雨の中、清家工務店が建築資材を持ち込み、

大テントの設営を開始。それを見て、前準備に来てい

た農協、商工会、役場の皆さんが、各自の作業の手を

止め、冷雨に打たれながら一斉に足場の組み立てに協

力した。･･･三島人の心と力が団結したひととき･･･。
品名 優等 １等 ２等 品名 優等 １等 ２等

米
本倉重幸
（広見）

松浦和之
（延川）

ショウガ
橋村とし子
（延川）

中川岩夫
（小松）

高田一郎
（延川）

小豆
節安英子
（小松）

横山　要
（小松）

松浦アサ子
（小松）

バレイショ
松下　弘
（延川）

ほうれん草
杉本卓馬
（広見）

古用マチ子
（川上）

谷口孝則
（延川）
サツマイモ

芝フジヱ
（延川）

城下松枝
（延川）

ネギ
兵田チサト
（下大野）

松久保勇
（延川）
杉本典子
（広見）

栗
高平信一
（下大野）

室　孝雄
（小松）

松浦久勝
（下大野）

白菜
清家　茂
（下大野）

中町達夫
（久保）

芝　富雄
（川上）

柚子
松浦和之
（延川）

渡辺吉輝
（小松）

高平信一
（下大野）

キャベツ
中町達夫
（久保）

中川岩夫
（小松）

杉本勝志
（久保）

キュウイ
本倉　勲
（小松）

高田一郎
（延川）

大根
兵田　弘
（下大野）

上野松枝
（下大野）

菅　静雄
（小松）

生椎茸
芝　恵子
（延川）

井伊福徳
（下大野）

畦地久次
（小松）

農林産物品評会の入賞者

  だ
よ
り 

      

演
芸
の
部
で
は
、
小
学
生
の
学
芸
会
に
続
い
て
、

保
育
園
児
、
詩
吟
、
ゆ
り
の
会
、
カ
ラ
オ
ケ
会
、

は
げ
ま
す
会
ら
が
登
場
。
近
小
「
魁
キ
ッ
ズ
」
の

太
鼓
や
広
中
「
広
蓮
」
の
ダ
ン
ス
の
出
演
も
あ
り
、

終
始
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。 

演
芸
の
部
で
は
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小
学
生
の
学
芸
会
に
続
い
て
、

保
育
園
児
、
詩
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、
ゆ
り
の
会
、
カ
ラ
オ
ケ
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、

は
げ
ま
す
会
ら
が
登
場
。
近
小
「
魁
キ
ッ
ズ
」
の

太
鼓
や
広
中
「
広
蓮
」
の
ダ
ン
ス
の
出
演
も
あ
り
、

終
始
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。 

農
産
物
の
展
示
で
は
、
「
気
温
が
高
く
、
降
水

量
が
少
な
い
」
と
い
う
野
菜
作
り
に
は
悪
条
件
の

多
い
年
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
品
さ
れ
た

野
菜
は
、
例
年
を
上
回
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
、

生
産
者
の
苦
労
と
努
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

農
産
物
の
展
示
で
は
、
「
気
温
が
高
く
、
降
水

量
が
少
な
い
」
と
い
う
野
菜
作
り
に
は
悪
条
件
の

多
い
年
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
品
さ
れ
た

野
菜
は
、
例
年
を
上
回
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
、

生
産
者
の
苦
労
と
努
力
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 
今
年
は
、
恒
例
の
婦
人
会
の
バ
ザ
ー
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
二
年
ぶ
り
の
出
店
と

な
っ
た
商
工
会
の
や
き
そ
ば
屋
も
、
お
昼
前
に
は

り
切
れ
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

今
年
は
、
恒
例
の
婦
人
会
の
バ
ザ
ー
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
二
年
ぶ
り
の
出
店
と

な
っ
た
商
工
会
の
や
き
そ
ば
屋
も
、
お
昼
前
に
は

り
切
れ
る
と
い
う
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

売

 

こ
の
行
事
も
農
協
、
商
工
会
、
婦
人
会
、
自
治

会
、
そ
の
他
大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
出
来
る
こ
と
。
雨
が
心
配
さ
れ
た
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
コ
ー
ナ
ー
も
、
地
元
の
工
務
店
の
発
意

と
前
準
備
に
来
ら
れ
て
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
の

努
力
に
よ
り
無
事
開
設
で
き
、
そ
の
こ
と
を
改
め

て
思
い
起
こ
さ
れ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。 
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久
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さ
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単
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今
年
の
「
秋
の
叙
勲
」
で
、
広
見
町
議
会
議
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
住
民
の
福
祉
向
上
や
地
域
行

政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
薬
師
神
久

義
さ
ん
（
下
大
野
）
が
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ

ま
し
た
。 

れ

 

十
二
月
九
日
に
は
、
こ
の
「
三
島
の
大
先
輩
」
の

お
め
で
た
い
受
章
を
祝
お
う
と
、
三
島
自
治
会
が

「
受
章
祝
賀
会
」
を
開
催
。
喜
び
の
ご
挨
拶
を
さ
れ

る
薬
師
神
さ
ん
に
、
温
か
い
拍
手
と
記
念
の
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。 

            
祝賀会には松浦町長もご臨席。右は久義さんを長年支
えてこられた妻のアサミさん。久義さんは今年、米寿
も迎えられており、二重のお慶びとなりました。 
練
習
の
成
果 

出
し
切
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 

体
協
長
杯
レ
ク
バ
レ
ー
大
会 

  

三
島
体
育
協
会
の
本
年
度
最
後
の
事
業
と
な
る

体
育
協
会
長
杯
レ
ク
バ
レ
ー
大
会
が
十
一
月
二
十

日
、
三
島
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

六

 

大
会
に
は
地
元
の
６
つ
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
ほ

か
商
工
会
チ
ー
ム
や
城
辺
チ
ー
ム
も
参
加
。
６
人
制

の
男
女
混
合
バ
レ
ー
に
、
若
人
チ
ー
ム
（
ア
ラ
ジ
ン
）

も
年
輩
チ
ー
ム
（
？
）
も
、
最
後
ま
で
疲
れ
も
見
せ

に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
ま
し
た
。 

 

ず

 

今
年
は
初
め
て
ブ
ー
ビ
ー
賞
も
用
意
さ
れ
、
記
念

す
べ
き
初
代
入
賞
に
は
、
見
事
（
？
）「
コ
ス
モ
ス

代
表
・
山
内
田
鶴
美
）」
チ
ー
ム
が
輝
き
ま
し
た
。 
（
             

松原和雄 体協会長（上段右）と共に、余裕しゃくしゃ
くのポーズを決める、優勝「ポテップ（リアップとポ
テトの混成チーム）」の皆さん。 

地
域
の
財
産
ど
う
活
か
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

町
有
林
の
境
界
確
認 

  

三
島
町
有
林
管
理
組
（
清
家
茂
組
合
長
）
の
今
年

度
事
業
で
あ
る
「
境
界
確
認
作
業
」
が
十
二
月
十
日

に
行
な
わ
れ
、
区
長
や
地
元
議
員
ら
が
、
延
川
に
所

す
る
二
つ
の
林
班
を
見
て
廻
り
ま
し
た
。 

在

 

そ
の
内
の
ひ
と
つ
「２
６
林
班
」に
は
、
今
年
度
、
計
画

さ
れ
て
い
た
「作
業
道
（延
長
約
２
０
０M

）開
設
工
事
」

が
す
で
に
竣
工
。
役
員
さ
ん
ら
は
、
林
班
の
境
界
を
確

か
め
る
と
共
に
、
作
業
道
の
完
成
状
況
を
視
察
し
た

り
、
間
伐
予
定
の
樹
木
の
成
長
ぶ
り
を
眺
め
た
り
す

る
な
ど
、
汗
だ
く
に
な
っ
て
歩
き
回
っ
た
一
日
と
な
り

し
た
。 

ま

 

延川２６林班に完成した作業道の終点付近。ここ
を拠点として、今年度から来年度にかけ、間伐が
行なわれる。 



登
山
ス

 
  
 
 
 

戸
祇
山
へ
登
ろ
う
会 

タ
ッ
フ
募
集
中 

 
 
 

秋
季
恒
例
の
戸
祇
山
登
山
が
十
一
月
五
日
に
実
施

さ
れ
、
三
島
小
学
校
の
児
童
や
親
御
さ
ん
を
は
じ
め
、

町
外
か
ら
の
登
山
客
ら
を
含
め
た
約
百
人
の
一
行

、
山
頂
か
ら
絶
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

が

 

今
年
で
十
二
年
目
と
な
る
こ
の
登
山
を
運
営
し

て
い
る
の
は
、「
戸
祇
山
へ
登
ろ
う
会
（
会
長
・
程

内
哲
雄
）」
の
皆
さ
ん
。
始
め
た
こ
ろ
は
ま
だ
若
か

っ
た
メ
ン
バ
ー
も
、
今
で
は
す
っ
か
り
中
年
の
域
。

若
く
て
元
気
な
新
人
さ
ん
を
随
時
募
集
中
だ
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
山
の
好
き
な
若
人
は
、
ぜ
ひ
公
民

館
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。 

           

「登るたび、年々、体がきつーなりよるんよ。」 
「戸祇山へ登ろう会」結成当時から在籍し、スタ
ッフの一人としてこの登山をサポートし続けて
いる戸田功一さん（小松） 

炭
窯
作
り
を
体
験
し
た
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 

戸
祇
の
子
学
炭
焼
き
体
験 

  

町
営
住
宅
の
建
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
蚕
糸
工

場
跡
地
（
延
川
）
に
こ
の
ほ
ど
、
り
っ
ぱ
な
炭
焼
き

窯
が
完
成
し
ま
し
た
。 

こ
の
窯
は
、
製
糸
工
場
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
一
部

と
し
て
、
三
島
の
文
化
や
伝
統
が
後
世
に
伝
わ
る
よ

う
な
も
の
を
残
し
た
い
と
「
三
島
の
明
日
を
考
え
る

会
」
と
「
広
見
川
夢
の
会
」
が
製
作
し
た
も
の
で
、

窯
作
り
の
作
業
に
は
、
窯
作
り
の
経
験
者
、
清
家
昇

さ
ん
（
下
大
野
）、
渡
辺
長
寿
老
さ
ん
（
小
松
）、
松

忠
明
さ
ん
ら
が
あ
た
り
ま
し
た
。 

浦
 

こ
れ
に
合
わ
せ
、
毎
年
、
炭
焼
き
体
験
を
し
て
い

る
「
戸
祇
の
子
学
級
」
で
は
、
今
年
は
窯
作
り
も
体

し
よ
う
と
計
画
。
最
後
の
天
井
の
土
を
突
く
段
階 

験

         

壁面が完成した窯に、材を並べる清家さんら 

と
な
っ
た
十
二
月
四
日
、
い
よ
い
よ
三
島
小
の
５
・

６
年
児
童
の
出
番
と
な
り
ま
し
た
。 

３
人
の
窯
作
り
の
ベ
テ
ラ
ン
か
ら
こ
れ
ま
で
の

製
作
過
程
を
聞
い
た
り
、
今
日
の
作
業
の
説
明
を
受

け
た
り
し
た
後
、
天
井
に
盛
ら
れ
た
土
を
木
槌
で
一

生
懸
命
に
叩
い
て
こ
の
日
の
体
験
は
終
了
。
そ
れ
か

ら
３
日
後
に
「
火
入
れ
」、
十
五
日
に
は
こ
の
窯
初

の
「
炭
出
し
」
の
日
を
迎
え
、
難
し
い
と
さ
れ
て
い

る
初
窯
な
が
ら
見
事
に
焼
き
あ
が
っ
た
記
念
の
炭

を
、
子
供
達
が
う
れ
し
そ
う
に
窯
の
中
か
ら
運
び
出

て
い
ま
し
た
。 

し

 

両
会
で
は
、
完
成
し
た
こ
の
炭
窯
を
、
地
域
住
民

の
使
用
を
は
じ
め
、
炭
焼
き
体
験
を
通
じ
て
都
市
部

と
の
交
流
が
図
れ
る
よ
う
な
施
設
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
検
討
中
と
の
こ
と
。
近
所
の
方
々
の
理
解

が
得
ら
れ
る
画
期
的
な
利
用
方
法
が
見
つ
か
る
こ

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

と

   

建築の進む住宅を背に、説明を聞く子供達 

絶対に落ちない天井にするぞ、と土を突く。 



カラーでご覧になれます。 

三
島
公
民
館
で
結
婚
披
露
宴 

  
 
 
 
 
 
 

和
田
博
文
君
・
真
理
さ
ん 

         

十 

 

公
民
館
で
の
開
催
は
実
に
九
年
ぶ
り
と
な
る
結

婚
披
露
宴
が
十
二
月
十
六
日
、
２
階
集
会
室
に
百

四
十
一
人
の
招
待
者
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
日
、
大
勢
の
皆
さ
ん
か
ら
め
で
た
く
祝
福 

 
 

      

を
受
け
た
の
は
、
和
田
宣
さ
ん
（
延
川
）
の
長
男
、

博
文
君
と
新
婦
真
理
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
。
お
二
人

は
、
現
在
生
活
さ
れ
て
い
る
大
阪
で
十
一
月
に
結

婚
式
を
挙
げ
ら
れ
、
こ
の
度
、
お
世
話
に
な
っ
た

人
達
を
招
い
て
ふ
る
里
で
の
披
露
宴
開
催
と
な
り

ま
し
た
。 

父
の
宣
さ
ん
は
、「
三
島
で
や
れ
ば
、
魚
屋
さ
ん
、

酒
屋
さ
ん
を
は
じ
め
、
宴
に
必
要
な
ほ
と
ん
ど
の

準
備
を
地
元
で
整
え
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
繋
が
る
。
ま
た
出
席
頂
く
方
も
、
交
通
や

費
用
の
面
な
ど
負
担
も
軽
く
な
る
し
、
な
に
よ
り

故
郷
な
ら
で
は
の
、
の
ど
か
で
温
か
み
の
あ
る
席

は
、
新
家
庭
を
築
い
て
行
く
二
人
に
と
っ
て
深
い

絆
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
の
想
い
で
公
民
館

を
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 
新
郎
は
、「
大
阪
で
の
洒
落
た
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式

の
も
の
と
は
雰
囲
気
も
違
っ
て
、
励
ま
し
の
お
言

葉
を
頂
く
皆
さ
ん
と
の
距
離
も
近
く
、
温
か
さ
や

和
や
か
さ
が
肌
で
感
じ
ら
れ
た
宴
で
し
た
。
宴
中

は
も
ち
ろ
ん
準
備
や
後
片
付
け
な
ど
も
全
て
故
郷 

の  
 

  

の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
、
真
心
の
こ
も
っ
た
手

作
り
の
よ
う
な
今
回
の
披
露
宴
は
、
私
達
二
人
の

一
生
の
宝
で
す
。
」
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

普
通
で
あ
れ
ば
新
郎
新
婦
と
そ
の
友
人
ら
若
者

だ
け
で
、
ど
こ
か
の
お
店
で
開
か
れ
る
二
次
会
も
、

こ
の
日
は
和
田
邸
に
て
開
催
。
公
民
館
か
ら
流
れ

た
博
文
君
の
お
友
達
や
宣
さ
ん
の
お
仲
間
が
一
緒

に
座
敷
に
上
が
っ
て
、
新
郎
新
婦
を
交
え
共
に
呑

ん
だ
り
、
語
り
合
っ
た
り
さ
れ
た
よ
う
で
す
。 

「
地
元
公
民
館
で
の
結
婚
披
露
宴
」。
式
の
ご
予
定

が
あ
る
方
は
、
検
討
の
価
値
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
よ
。 

香
典
返
し
の
お
礼 

三
島
公
民
館
、
三
島
自
治
会
へ
、
次
の
方
か
ら

金
一
封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

厚

お

申
し

ま
す
。 

く

礼

上
げ

 

十 

月 

十
日 

 

葛

富
恵
さ
ん
（
川
上
） 

川

十
一
月 

一
日 

 

芝 

達
夫
さ
ん
（
広
見
） 

十
二
月
十
八
日 

 

程
内
益
男
さ
ん
（
川
上
） 

      

行 事 予 定 

－ １月 － 
３日（水） 成人式 
      10：00～ 
      広見体育ｾﾝﾀｰ 
 
    剣道スポーツ 
少年団稽古始 

      13：00～ 
      三島小体育館 
 
４日（木） 御用始 
 
１４日（日） 鬼北町駅伝大会 
       9：30～発走 

鬼北総合公園 
 

－ ２月 － 
１２日（月） 戸祇の子学級 
       田舎饅頭作り 
       お茶作法教室 
       13：30 
 
中旬から下旬にかけて 
 パソコン教室を開催予定です。 

 
祝・祭日には国旗を 
立てましょう。 

１４１人も座れば、決して広いとは言えない場内

ですが、エンゼルサービスや「ゆりの会」による

祝舞も、何とか進行することができました。 

発 行 者 

鬼北町小松 1523 
三 島 公 民 館 
電話
FAX：48-0303 
：48-0111 

 
公民館だよりは、下記のア
ドレスにアクセスすれば、

 
鬼北町  ホームページ
アドレス http//www.town. 
    kihoku. ehime.jp/ 


